
事  務  連  絡  

令和２年４月 28 日  

 

障害福祉サービス事業者 様 

 

兵庫県健康福祉部障害福祉局障害福祉課長 

 

 

大型連休期間における新型コロナウイルス感染防止対策の再徹底について 

 

平素は、本県障害福祉行政の推進にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し

上げます。 

４月７日に、新型インフルエンザ等対策特別措置法第 32 条に基づく「緊急事

態宣言」が発せられて以来、各施設におかれては、感染防止対策を厳重に徹底

した上での事業継続をお願いしてきたところです。 

４月 29 日から大型連休期間に入りますが、県内では引き続き新たな感染者が

発生している状況です。『「緊急事態宣言」発令に係る障害福祉サービス事業所

（通所・短期入所等）の対応について』（令和２年４月７日事務連絡）でお示し

しているとおり、こうした状況を踏まえ、利用者や職員はもとより、来訪者や

委託事業者等も含めた感染経路の遮断のほか、利用者や職員の健康管理の徹底

等、改めて感染症防止対策に取り組みつつ、事業を継続していただきますよう

改めてお願いいたします。 

なお、居宅等での生活が可能な利用者に対する通所・短期入所等サービス利

用自粛への協力依頼、代替サービスを必要とする利用者に対する必要な対応等

についてもご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。 



○写  

事  務 連  絡 

令和２年４月７日 

 

 

各事業者 様 

 

兵庫県健康福祉部障害福祉局障害福祉課長 

 

 

「緊急事態宣言」発令に係る障害福祉サービス事業所（通所・短期入所等）の対応について 

 

 平素は、本県の障害児者支援にご尽力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 本日、政府より新型インフルエンザ等対策特別措置法第32条に基づき、感染拡大防止に関

する措置等を内容とする「緊急事態宣言」が発せられました。県では、同法第７条第１項に

基づく兵庫県新型インフルエンザ等対策行動計画により、感染拡大防止に向けた取組を進め

ているところですが、「緊急事態宣言」を踏まえ、同法第 45条１項に基づき住民に対し感染

防止に必要な協力を要請することから、障害福祉サービス事業所（通所・短期入所等）にお

いても、下記のとおり当面の運営及び感染防止のための対応について要請します。 

 つきましては、本要請に基づき適切なサービスの実施と感染防止の徹底に努めていただき

ますようお願いします。 

 

記 

 

 
１ 感染の予防に留意した上で、利用者やその家族の生活を維持する観点から、原則として

サービスの提供を継続することを基本とする。 
 
２ ただし、クラスター発生のリスク軽減の観点から、サービス利用者に対しては、家族等

の支援が得られるなど、居宅等で過ごすことが可能な方については、当該利用者の意向を

十分に確認のうえ、利用の自粛に協力を求めること。 
  また、地域において感染が著しく拡大している場合等で、職員や利用者に感染する恐れ

がある場合や事業所での支援を継続することに困難と判断される場合には、利用人数を制

限する、或いは臨時休業も検討するなど、柔軟な対応を図ること。 
 
３ サービスの利用を自粛する者や事業所において利用人数の制限や臨時休業を実施した場

合については、事業所職員の居宅訪問等による健康管理や相談支援等を行うなど、障害者

本人や家庭の孤立化防止等に向け適切な介入と継続的な連絡体制の維持に努めること。 
  加えて、相談支援専門員や地元市町と連携し、居宅介護等の訪問サービスの円滑な利用

が図れるよう支援すること。 
 
 



 

４ サービスの提供に当たっては、３月 30 日付事務連絡により依頼した「社会福祉施設等

職員に対する新型コロナウイルス集団発生防止に係る注意喚起について」の徹底に加え、

クラスター発生のリスクの高い、いわゆる「三つの密」（換気の悪い「密閉空間」、多数の

集まる「密集場所」、間近で会話や発声をする「密接場面」）に十分留意し、感染防止対策

を徹底すること。 
 
 
 

＜就労を除く通所サービス＞ 

障害福祉課障害福祉基盤整備班 TEL 078-341-7711 

阪神南・阪神北・東播磨地域（担当：新庄 内線 3012） 

北播磨・西播磨・但馬   （担当：藤井 内線 2968） 

中播磨・丹波・淡路    （担当：髙木 内線 3044） 

＜短期入所＞  

障害福祉課障害政策班 TEL 078-341-7711（内線 2966） 

 担当：奥村 



事  務  連  絡  

令和２年４月 28 日  

 

各市町保育所・認定こども園担当部(局)長 様 

 

兵庫県健康福祉部少子高齢局子ども政策課長 

 

大型連休期間における新型コロナウイルス感染防止対策の再徹底について 

 

平素は、本県子ども子育て支援施策の推進にご理解とご協力をいただき厚く

お礼申し上げます。 

４月７日に、新型インフルエンザ等対策特別措置法第 32 条に基づく「緊急事

態宣言」が発せられて以来、各施設におかれては、感染防止対策を厳重に徹底

した上での事業継続をお願いしてきたところです。 

４月 29 日から大型連休期間に入りますが、県内では引き続き新たな感染者が

発生している状況です。こうした状況を踏まえ、「緊急事態宣言発令に係る保育

所等の対応について」（令和２年４月７日こ第 1014 号）でお示ししているとお

り、利用者や職員はもとより、来訪者や委託事業者等も含めた感染経路の遮断

のほか、利用者や職員の健康管理の徹底等、改めて感染症防止対策に取り組ん

でいただきますようお願いいたします。 

こども政策課 茅嶋 今村 
電話：０７８－３６２－３２１５ 
FAX：０７８－３６２－３０１１ 



（電子メール施行） 
こ第 １０８３ 号 
令和 2 年４月２８日 

 
各健康福祉事務所長 様 

 
健康福祉部少子高齢局こども政策課長 

 
 

認可外保育施設に対する大型連休期間における新型コロナウイルス 
感染防止対策の再徹底について 

 
 
認可外保育施設における新型コロナウイルス感染防止対策については、令

和２年４月７日付けこ第１０２６号「「緊急事態宣言」発令に係る認可外保育施

設の対応について」により各施設に対し周知を依頼したところですが、この度

の大型連休期間における感染症拡大の防止のため、改めて貴職管内の認可外保

育施設に対して感染防止対策の取り組みの徹底について要請をいただくようお

願いします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（担当）こども政策課 茅嶋 木下 

電話：０７８－３６２－３２１５ 

FAX：０７８－３６２－３０１１ 



高第１０１１号の５ 
令和２年４月２８日  

 
各高齢者福祉施設長  

                     様 

各介護サービス事業者 

 

兵庫県健康福祉部少子高齢局高齢政策課長 

 

 

大型連休期間における新型コロナウイルス感染防止対策の再徹底について 

 

平素は、本県の高齢者福祉行政の推進に御理解と御協力をいただき厚くお礼

申し上げます。 

４月７日に、新型インフルエンザ等対策特別措置法第 32 条に基づく「緊急事

態宣言」が発せられて以来、各高齢者福祉施設・介護サービス事業所におかれ

ましては、感染防止対策を厳重に徹底した上での事業継続をお願いしてきたと

ころです。 

今般、４月 29 日から大型連休期間に入りますが、県内では引き続き新たな感

染者が発生している状況です。こうした状況を踏まえ、「新型インフルエンザ等

対策特別措置法第 32条の規定に基づく緊急事態宣言の発令に伴って実施する緊

急事態措置について」（令和２年４月８日高第 1011 号の３）等でお示ししてい

るとおり、利用者や職員はもとより、来訪者や委託事業者等も含めた感染経路

の遮断のほか、利用者や職員の健康管理の徹底、「三つの密」（密閉・密集・密

接）の回避等、引き続き、厚生労働省事務連絡等に基づく感染防止対策を厳重

に取り組みつつ、必要な介護サービスの提供を継続していただきますよう改め

てお願いいたします。 

なお、通所サービス又は短期入所の介護サービス事業所におかれましては、

介護サービスを利用しなくても居宅等での生活が可能な利用者に対するサービ

ス利用自粛の協力依頼、代替サービスを必要とする利用者に対する代替サービ

スの確保のための必要な対応等につきましても、引き続き御理解と御協力をい

ただきますようお願いいたします。 

高齢政策課介護基盤整備班 

電話（代表）：078-341-7711 

通所系、訪問系：3107、2944、2945、2733 

施設系    ：2950、2951、2943 

e-mail：koreiseisaku@pref.hyogo.lg.jp 


